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普
通
交
付
税
の
減
額
す
す
む

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
歳
出
差
引
額
が

２
億
１
８
３
０
万
９
９
０
５

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
国
民
健
康
保
険
直
営
診

療
所
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
、
下
水
道
事
業
、
電

気
通
信
事
業
の
特
別
会
計
に

お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
は
、
決
算
上

は
赤
字
で
す
が
減
価
償
却
費

等
で
補
填
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
に
基
づ
く
普
通
会

計
の
財
政
指
標
に
つ
い
て

は
、
経
常
収
支
比
率
は
96
・

６
％
、
前
年
度
対
比
で
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
ま

す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
単

年
度
数
値
で
は
０
・
３
ポ
イ

ン
ト
悪
化
の
15
・
６
％
、
比

率
と
し
て
使
用
さ
れ
る
３
年

平
均
の
数
値
は
14
・
９
％
で

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
お
よ
び
実

会　計　名
決　　算　　額

収　入 支　出 差　引

普
通
会
計

一 般 会 計 123億7471 121億5640 2億1831

電 気 通 信 4億6375 4億4364 2012

小　　計 128億3847 126億　  4 2億3842

公
営
事
業
会
計

国民健康保険 15億  499 14億8683 1816

直 営 診 察 所 1億1454 1億1315 139

後 期 高 齢 者 ３億6686 3億6462 224

下 水 道 9億1546 9億  255 1291

小　　計 29億  185 28億6715 3471

総　合　計 157億4032 154億6719 2億7313

30　年　度 150億9392 148億2981 2億6411

29　年　度 150億7024 147億4054 3億2969

28　年　度 159億2729 154億5041 4億7689

27　年　度 184億7790 180億7181 4億  608

26　年　度 188億8566 178億8822 9億9745

年度区分 平成30年度 令和元年度 対前年度増減率

標 準 財 政 規 模 70億　429 68億6797 △1.9%

経 常 収 支 比 率 96.3％ 96.6％ 0.3P

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 ー ー ー

連結実質赤字比率 ー ー ー

実 質 公 債 費 比 率 14.5％ 14.9％ 0.4P

（単年度） 15.3％ 15.6％ 0.3P

将 来 負 担 比 率 108.5％ 96.3％ △12.2P

職 員 数 218人 216人 2人

人 件 費 16億1310 16億   51 △0.8％

人 件 費 比 率 13.8％ 12.9％ △0.9P

物 件 費 14億1751 14億1371 △0.3％

普 通 建 設 事 業 費 9億7053 13億9760 44.0%

令和元年度会計別決算収支

邑南町の財布の中身は？　財政指標等のようす

（単位：万円）

（単位：万円）

注）表の金額は万円単位で表示していますが実際の決算はすべて円単位までとなって

います。千円単位で四捨五入していますので合計が一致しない場合があります。

　

令
和
元
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
と
も
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
普
通
交
付
税
の
減
額
の
影
響
を
受
け
、
財
政
指
標
の
う
ち
経
常
収
支
比
率
と
実
質

公
債
費
比
率
の
ポ
イ
ン
ト
が
悪
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

R1年度決算令和元年度決算を認定

質
公
債
費
比
率
が
悪
化
し
た

お
も
な
要
因
は
、
普
通
交
付

税
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
96
・

３
％
と
12
・
２
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
と
な
り
、
や
や
改
善
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
ご
み

処
理
施
設
整
備
事
業
、
石
見

中
学
校
改
築
、
道
の
駅
瑞
穂

整
備
事
業
な
ど
大
型
事
業
が

控
え
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
は
続
き
ま
す
。
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基　　金　　名 30年度末
現在高

決算年度中増減額 元年度末
現在高積立額 取崩額

一　

般　

会　

計

財 政 調 整 基 金 4億8879 15 2億1520 2億7374

減 債 基 金 18億8654 2億 191 1億 926 19億7920

まちづくり推進基金 1億3482 3 0 1億3485

地 域 振 興 基 金 15億6488 0 0 15億6488

その他特定目的基金 6億3342 4億5818 1億9025 9億 134

合　　　　計 47億 845 6億6027 5億1471 48億5401

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業基金 7797 1 128 7670

生活排水処理事業基金 3044 1 0 3045

下 水 道 事 業 基 金 3662 1 0 3662

電気通信事業基金 1億 25 1360 2844 8542

合　　　　計 2億4528 1363 2971 2億2919

総　　合　　計 49億5372 6億7389 5億4442 50億8320

会　　計　　名 30年度末現
在高

決算年度中増減額 　元年度末　
現在高発行額 償還額

一 般 会 計 127億3491 14億7754 15億1582 126億9664

特
別
会
計

直 営 診 療 所 １億7810 2130 0 １億9940

下 水 道 事 業 56億9065 1億4410 ４億8049 53億5426

電 気 通 信 事 業 ４億4998 0 1億8281 2億6717

合　　　　　計 190億5365 16億4294 21億7912 185億1747

邑南町の貯金は？　積立基金のようす

邑南町の借金は？　地方債のようす （単位：万円）

項　目項　目 23年度23年度 24年度24年度 25年度25年度 26年度26年度 27年度27年度 28年度28年度 29年度29年度 30年度30年度 元年度元年度

地方交付税地方交付税 68億614868億6148 69億374269億3742 69億980169億9801 68億161268億1612 66億978966億9789 65億666465億6664 62億374662億3746 59億793259億7932 58億785658億7856

国庫支出金国庫支出金 9億80249億8024 6億95296億9529 10億647410億6474 20億490720億4907 13億982013億9820   9  9億億　　747747 7億78097億7809 8億57168億5716 8億34508億3450

県支出金県支出金 8億69788億6978 7億61767億6176 9億9億　　973973 13億915913億9159 11億431411億4314    9億4022   9億4022  8億8716 8億8716 9億16499億1649 10億249410億2494

国や県からの歳入財源の推移（一般会計） （単位：万円）

水道事業 収　入　　　 支　出　　　 差　引　　　

収益的収入・支出 4億1303 4億3562 △2259

基本的収入・支出 3億8664 5億5709 △1億7045

（単位：万円）

令和元年度水道事業会計決算収支 （単位：万円）
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地
方
自
治
体
は
、
産
業
振

興
は
も
と
よ
り
子
育
て
支
援

か
ら
医
療
・
介
護
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
一
方
で
、
自
主
財
源
は

乏
し
い
こ
と
か
ら
地
方
交
付

税
を
は
じ
め
と
し
た
税
財
源

の
確
保
が
常
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
感
染
症
対
策
と
経
済
対

策
の
た
め
の
歳
出
の
増
大
と

経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
う
来

年
度
以
降
の
税
収
の
減
少
な

ど
、
今
後
の
財
政
運
営
は
厳

し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
県
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
た
結
果
、
標
記
の
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
、
議
会
運

営
委
員
長
よ
り
議
案
の
提
出

が
あ
り
、
議
員
全
員
賛
成
で

可
決
し
意
見
書
を
国
へ
提
出

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

発
委

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

産
業
建
設
常
任
委
員
会

意
見
書
の
提
出

議
会
運
営
委
員
会

発
委

国
土
強
靭
化
、
老
朽
化
対
策

を
含
む
地
方
の
社
会
資
本
整

備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

総
務
教
民
常
任
委
員
会

陳
情
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

採
択

　

令
和
２
年
度
ま
で
の
３
か

年
、
国
の
緊
急
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
た「
国
土
強
靭
化
」

予
算
に
よ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
防
災
・
減
災
事
業
の
前

倒
し
が
図
ら
れ
、
町
民
の
安

全
・
安
心
に
大
き
く
寄
与
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
８

月
に
作
成
し
た
邑
南
町
国
土

強
靭
化
計
画
に
お
い
て
は
、

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
回
避
す

る
た
め
の
具
体
的
事
業
が
、

い
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
対
策
や
国
土
強

靭
化
な
ど
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
度
以
降
も
国
に
お
い
て

国
土
強
靭
化
予
算
の
確
保
が

で
き
る
よ
う
石
橋
町
長
が
各

機
関
へ
働
き
か
け
て
こ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

本
議
会
と
し
て
も
、
国

の
令
和
３
年
度
予
算
が
12
月

に
示
さ
れ
る
こ
と
に
先
立

ち
、
本
９
月
議
会
に
お
い
て

国
に
対
し
て
予
算
確
保
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
、

委
員
会
全
員
一
致
で
決
し
ま

し
た
。

　

標
記
の
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
は
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
よ
り
提
出
す
る
こ
と
を

発
委
し
、
議
会
最
終
日
に
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
陳
情
は
、
邑
南
町
職

員
連
合
労
働
組
合
執
行
委
員

長
・
秋
田
敏
子
氏
よ
り
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
子
育
て
支

援
策
の
充
実
と
保
育
人
材
の

確
保
、
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
の
医
療
・
介
護
な
ど
の

社
会
保
障
へ
の
対
応
、
地
域

交
通
の
維
持
な
ど
、
地
方
自

治
体
の
果
た
す
役
割
は
年
々

拡
大
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
を
含
む

地
方
版
総
合
戦
略
の
実
行
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
、
防
災
・
減
災
事
業

の
実
施
な
ど
新
た
な
政
策
課

題
に
直
面
し
て
い
る
と
し
、

　

こ
れ
ら
の
政
策
分
野
の
充

実
・
強
化
を
は
か
り
、
地
域

の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
確
保

を
基
本
と
す
る
自
治
体
の
予

算
編
成
を
確
立
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

総
務
教
民
常
任
委
員
会
で

審
査
し
た
結
果
、
本
町
に
お

い
て
は
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
継
続
の
た
め
に
、

適
正
か
つ
安
定
的
な
財
源
確

保
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
」

を
求
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
の
意
見
で
一
致
し
、
本

陳
情
は
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
も
全
員
賛
成
で

採
択
と
し
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

大屋委員長

亀山委員長

石橋委員長
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町
議
選
・
町
長
選

選
挙
カ
ー
・
ポ
ス
タ
ー

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
が

議
員
の
成
り
手
不
足
解
消
の

た
め
要
望
し
て
い
た
「
選
挙

公
営
の
拡
大
」
が
、
６
月
の

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
町
長
選
挙
、
町

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て

「
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
」「
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の

作
成
」「
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
」
が
公
費
支
援

の
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、

新
た
に
町
議
会
議
員
選
挙
に

お
い
て
１
６
０
０
枚
ま
で
ビ

ラ
が
配
布
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
本
議
会
で

可
決
し
た
「
邑
南
町
議
会
議

員
及
び
邑
南
町
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
」
に
お
い
て
本

町
の
公
費
負
担
限
度
額
を
定

め
て
い
ま
す
。
選
挙
カ
ー
と

し
て
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用

す
る
場
合
は
１
日
当
た
り

６
万
４
５
０
０
円
。
レ
ン
タ

カ
ー
等
を
利
用
す
る
場
合

は
、
借
り
入
れ
代
が
１
日
当

た
り
１
万
５
８
０
０
円
、
燃

料
は
７
５
６
０
円
、
運
転

手
雇
用
が
１
万
２
５
０
０

円
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
は
、

掲
示
場
所
１
５
９
枚
分
で

23
万
８
９
７
７
円
、
ビ
ラ
は

１
枚
当
た
り
の
単
価
を
７
円

51
銭
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
公
職
選
挙
法
の
施
行

は
本
年
12
月
12
日
の
た
め
、

適
用
は
来
春
の
町
議
会
議
員

選
挙
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
議
会
議
員
選
挙

に
も
供
託
金
制
度
が
導
入
さ

れ
た
た
め
、
立
候
補
に
は
供

託
金
15
万
円
の
納
付
が
必
要

で
す
。
供
託
金
の「
没
収
点
」

鉄
道
公
園
条
例
を
制
定

Ｊ
Ｒ
三
江
線
廃
止
後
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
よ
り
無
償
譲
渡

を
受
け
た
旧
口
羽
駅
、
旧
宇

都
井
駅
に
つ
い
て
鉄
道
公
園

と
し
て
整
備
し
、
来
年
４
月

よ
り
交
流
の
場
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
議
会
に
お
い
て
、
宇

都
井
駅
ホ
ー
ム
の
線
路

上
に
転
落
防
止
柵
の
設
置

な
ど
の
周
辺
整
備
の
予
算

１
２
３
１
万
１
千
円
と
「
邑

南
町
三
江
線
鉄
道
公
園
条

例
」
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
旧
口
羽
駅
は
「
口

羽
駅
公
園
」、
旧
宇
都
井
駅

は
「
宇
都
井
駅
公
園
」
と
な

り
、
だ
れ
で
も
無
料
で
楽
し

め
る
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
宇
都
井
駅
公

園
の
階
段
は
い
つ
で
も
利
用

で
き
ま
す
が
、
地
上
20
メ
ー

ト
ル
の
ホ
ー
ム
上
に
は
イ
ベ

ン
ト
時
し
か
入
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
来
春
の
開
園
に

向
け
て
安
全
対
策
工
事
と
公

園
管
理
の
た
め
の
指
定
管
理

者
の
選
定
な
ど
の
準
備
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

誰
で
も
立
候
補
し
や
す
く

は
、
有
効
投
票
総
数
を
議
員

定
数
で
割
っ
た
票
数
の
10
分

の
１
で
、
前
回
選
挙
の
有
効

投
票
総
数
７
６
７
２
票
を
次

回
選
挙
の
議
員
定
数
13
人
で

計
算
す
る
と
59
票
と
な
り
ま

す
。

議員意見交換会
１１月後半　１２公民館にて開催

　新型コロナウイルス感染症の影響で開催が遅れていました「議員意見交換会」を今年も１２公民　
　館で開催します。

　　　　　　　　　　１１月１９日（木）　阿須那・口羽・日貫・中野の各公民館
　
　　　　　　　　　　１１月２７日（金）　井原・出羽・布施・日和の各公民館

　　　　　　　　　　１１月３０日 (月 )　田所・高原・市木・矢上の各公民館
　いずれも午後７時から。各会場に３名の議員が出席します。詳細は１０月配布のチラシをご覧く　
　ださい。

公
費
支
援
の
対
象
に

鉄道公園となる旧口羽駅
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
予
算

を
可
決

　

臨
時
会
を
７
月
22
日
開
催

し
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
主
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
費
と
し
て

国
か
ら
臨
時
交
付
金
が

２
億
６
２
９
０
万
７
千
円
が

追
加
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
邑
南
町
商
品
券
発
行

事
業
を
は
じ
め
感
染
症
対
策

と
し
て
実
施
す
る
事
業
を
予

算
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ

の
他
は
令
和
２
年
度
梅
雨
前

線
豪
雨
災
害
対
策
費
な
ど
で

す
。

令
和
元
年
度
各
会
計

決
算
の
承
認
な
ど
30
議

案
を
可
決

　

９
月
定
例
会
を
９
月
７
日

か
ら
17
日
ま
で
開
催
し
、
人

事
案
件
４
件
、
令
和
元
年
度

各
会
計
決
算
認
定
７
件
、
条

例
改
正
案
１
件
、
条
例
制
定

案
３
件
、
財
産
の
取
得
４

件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算

案
７
件
な
ど
30
議
案
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
に
令
和
元
年
度
決
算
に

お
い
て
は
、
連
合
常
任
委
員

会
に
お
い
て
執
行
部
か
ら
提

出
さ
れ
た
各
事
業
の
実
施
状

況
と
評
価
等
に
基
づ
き
慎
重

に
審
議
し
、
概
ね
事
業
目
的

が
果
た
さ
れ
た
も
の
と
評
価

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
に
基
づ
く
普

通
会
計
の
財
政
指
数
に
つ
い

て
も
早
期
健
全
化
基
準
に
該

当
す
る
数
値
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
負
担
比
率
は
改
善

し
て
い
ま
す
が
、
実
質
公
債

費
比
率
は
や
や
悪
化
し
て
お

り
、
今
後
大
型
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
中
で
、
一
層
の

行
財
政
改
革
等
を
推
進
し
、

財
政
の
健
全
化
が
望
ま
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
、
財
産
の
購
入

は
、
老
朽
化
に
伴
う
お
お
な

ん
バ
ス
（
邑
南
川
本
線
）
の

更
新
、
町
内
小
中
学
校
児
童

生
徒
一
人
１
台
の
端
末
機
を

整
備
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
可
能
に
す
る
た
め
の
備
品

購
入
３
件
な
ど
で
す
。

当初予算の額 6月補正後の額 7月補正額 8月補正額 9月補正額 9月補正後の額

一 般 会 計 124億5150万円 137億3189万円 3億5090万円 3941万円 4億9804万円 146億2023万円

国 民 健 康 保 険 14億4400万円 14億3568万円 － － 1526万円 14億5094万円

直 営 診 療 所 1億      円 1億 344万円 － － 152万円 1億 496万円

後期高齢者医療 3億9400万円 3億9400万円 － － 416万円 3億9816万円

下 水 道 9億8500万円 9億8522万円 － － － 9億8522万円

電 気 通 信 5億5100万円 5億5100万円 － － － 5億5100万円

特 別 会 計 合 計 34億7400万円 34億6933万円 － － 2094万円 34億9027万円

総　合　計 159億2550万円 172億 122万円 3億5090万円 3941万円 5億1898万円 181億1051万円

令和2年度7月・8月・9月補正

※補正額は千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。

9月定例会

議案の

ゆくえ

当初予算の額 6月補正後の額 9月補正額 9月補正後の額

収 益 的 収 支
  収  入     4億3716万円 4億3777万円 7万円 4億3784万円

支　出　　 4億4324万円 4億4384万円 19万円 4億4403万円

資 本 的 収 支
収  入     1億7734万円 1億7734万円 － 1億7734万円

　支　出　　 3億4362万円 3億4362万円 1万円 3億4363万円

令和2年度水道会計9月補正

 7月臨時会

 議案の

  ゆくえ
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９ 月 定 例 会 採 決 の 結 果

区
分 議案の内容 大

和
瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

日
野
原

辰
田

亀
山

石
橋

三
上

結
果

人
事

人権擁護委員の推薦　（嶋渡昭壯氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

意
見
無

人権擁護委員の推薦　（伊東ゆう子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦　（尾谷俊氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦　（宇津田好博氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
決 令和2年度町一般会計補正予算第6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

陳
情

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出を求め
る陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採

択

令
和
元
年
度
決
算
認
定

町一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認　

定

町国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険直営診療所事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町後期高齢者医療事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町下水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町電気通信事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町水道事業会計 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

条　

例

町防災行政無線施設条例の一部改正 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

可　

決

町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 〇

町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公営
に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町三江線鉄道公園条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

財産の取得　（町営バス購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得　（GIGAスクール端末購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得　（GIGAスクール端末購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得　（GIGAスクール端末購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
2
年
度
補
正
予
算

町一般会計補正予算第7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険事業特別会計補正予算第3号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇

町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町下水道事業特別会計補正予算第2号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇

町電気通信事業特別会計補正予算第1号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇

町水道事業会計補正予算第2号 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
委

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国土強靭化、老朽化対策を含む地方の社会資本整備の推
進を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇

７ 月 臨 時 会 採 決 の 結 果

区
分 議案の内容 大

和
瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

日
野
原

辰
田

亀
山

石
橋

三
上

結
果

補
正 令和2年度町一般会計補正予算第5号 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 可

決

○=賛成、●=反対、ー=除斥、欠=欠席
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一般質問

町長

石
橋
町
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
高
校
寮

の
問
題
を
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

４
人
部
屋
を
最
低
で
も
２

人
に
し
て
寮
生
活
の
質
を
上

げ
る
こ
と
は
感
染
症
対
策
で

も
重
要
だ
。
県
立
の
明
渓
寮

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

県
知
事
や
県
教
育
委
員
会
に

改
修
・
増
築
を
お
願
い
し
て

い
る
が
県
教
育
委
員
会
は
将

来
の
高
校
再
編
計
画
に
併
せ

て
寮
を
ど
う
す
る
の
か
考
え

て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
い

の
で
、
町
が
主
体
的
に
町
立

の
邑
学
館
を
機
能
的
で
魅
力

が
あ
る
寮
に
す
る
た
め
の
増

築
を
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

増
築
を
前
向
き
に
検
討
す

る
中
で
、
適
地
や
財
政
問
題

を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
づ
く

り
を
行
っ
て
議
会
に
示
し
て

い
き
た
い
。

地区別戦略をさらに推進地区別戦略をさらに推進

漆
谷
光
夫
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
で「
地
方
回
帰
」

の
機
運
が
高
ま
る
中
、移
住
・

定
住
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
今
後
の
定
住
施
策

や
戦
略
を
問
う
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
暮

ら
し
方
や
働
き
方
の
価
値
観

が
変
わ
り
、
地
方
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
対
面
で
の
移

住
相
談
や
町
内
案
内
だ
け
で

な
く
オ
ン
ラ
ン
イ
ン
で
顔
を

見
な
が
ら
相
談
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
機
材
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
機

材
を
使
い
、
例
え
ば
動
画
を

使
っ
て
本
町
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
紹
介
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ

か
ん
で
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
。

町長

一般質問一般質問
コロナ禍での定住施策や戦略は

石
橋
町
長

　

本
町
に
移
住
し
て
い
た
だ

い
て
も
根
付
い
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
で
、
定
住
し
て
住

民
票
を
置
い
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

定
住
策
に
は
そ
の
町
の
理

念
が
大
事
で
あ
る
。
理
念
と

は
お
金
を
か
け
ず
と
も
で
き

る
地
域
振
興
施
策
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
本
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
地
区
別
戦
略
を
さ
ら

に
推
進
し
て
、
温
か
さ
の
あ

る
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、

主
役
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
一
の
子
育
て
村
を
評

価
い
た
だ
く
中
で
、
幼
児
の

い
る
家
族
に
移
住
し
て
い
た

だ
い
て
も
小
・
中
学
校
や
高

校
へ
進
学
す
る
節
目
で
転
出

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
魅
力

あ
る
教
育
の
あ
り
方
を
教
育

委
員
会
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

漆
谷
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
矢
上
高
校

寮
の
環
境
整
備
と
邑
学
館
増

築
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

漆谷光夫 議員

問
邑
学
館
増
築
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

答

増
築
を

前
向
き
に
検
討

環境整備が望まれる邑学館
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一般質問

硬直化が進んでいると認識

宮田博 議員

　

ま
た
経
常
収
支
比
率
は
県

内
市
町
村
、
類
似
団
体
の
い

ず
れ
と
も
平
均
値
を
上
回
っ

て
お
り
財
政
の
硬
直
化
が
進

ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
石
見
中
学
校
、
公

立
邑
智
病
院
等
の
整
備
計
画

も
あ
り
、
経
常
収
支
比
率
や

健
全
化
判
断
比
率
を
注
視
し

な
が
ら
の
財
政
運
営
と
な
る
。

石
橋
町
長

　

合
併
以
来
、「
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
高
く
、負
担
は
低
く
」

の
精
神
で
事
業
を
拡
大
し
た

こ
と
で
、
人
件
費
、
補
助
費
、

操
出
金
等
が
増
加
し
た
こ
と

も
、
経
常
収
支
比
率
を
押
し

上
げ
た
要
因
で
あ
る
。

　

特
に
補
助
費
の
中
で
も
邑

智
郡
総
合
事
務
組
合
に
つ
い

て
は
、
負
担
金
が
増
加
し
て

お
り
、
事
業
の
あ
り
方
と
軽

減
に
向
け
た
検
証
が
必
要
だ
。

宮
田
議
員

　

懸
念
さ
れ
る
財
政
の
硬
直

化
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
邑

南
町
行
財
政
改
善
計
画
」
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、「
改
善
計
画
」
は
本
町

の
立
地
条
件
や
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
適
合
し
て
い
る
か
。

白
須
財
務
課
長

　

現
在
、
計
画
に
基
づ
き
民

間
の
力
の
活
用
や
自
主
財
源

討
委
員
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
井
原
地
区
の
住
民
主
体

で
、
公
民
館
を
核
に
し
た
井

原
地
区
づ
く
り
の
議
論
を
し

て
ほ
し
い
。

宮
田
議
員

　

宿
泊
研
修
施
設「
邑
学
館
」

の
増
築
を
令
和
３
年
度
に
行

う
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、
コ

ロ
ナ
渦
で
の
三
密
防
止
対
策

で
あ
れ
ば
早
期
に
着
手
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

宿
舎
内
で
の
防
止
対
策
は

実
施
し
て
い
る
が
、
根
本
的

な
解
決
に
至
っ
て
お
ら
ず
、

出
来
る
だ
け
早
期
に
と
い
う

こ
と
で
来
年
度
と
し
た
。

宮
田
議
員

　

農
地
法
第
３
条
第
２
項
第

５
号
に
基
づ
き
、
別
段
の
面

積
（
下
限
面
積
要
件
）
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
面
積
要

件
を
緩
和
す
る
必
要
は
な
い

か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

農
地
法
で
は
、
特
例
に
よ

り
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
別

段
の
面
積
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

本
町
の
下
限
面
積
が
地
域

の
実
情
に
合
っ
て
い
る
か
否

か
、
農
業
委
員
会
に
お
け
る

議
論
を
求
め
る
。

の
確
保
、
公
共
施
設
の
管
理

運
営
の
見
直
し
な
ど
を
進
め

て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
必
要
な
事
業

は
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
財
政
の
健
全

な
運
営
の
た
め
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
行
財
政
改
善
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

宮
田
議
員

　

井
原
公
民
館
は
地
区
住
民

の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
が
、

他
地
区
の
公
民
館
と
は
格
差

が
あ
り
、
町
民
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
も
「
要
望
書
」

ど
お
り
に
早
期
建
設
が
望
ま

れ
る
。

石
橋
町
長

　

井
原
地
区
に
と
っ
て
重
要

な
建
物
で
あ
る
が
、
他
の
公

民
館
に
比
べ
機
能
性
も
乏
し

く
、
い
つ
か
は
建
替
え
が
必

要
だ
。

　

建
て
替
え
の
方
向
で
十
分

な
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
検

宮
田
博
議
員

　

令
和
元
年
度
の
決
算
で

は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

測
る
指
標
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
が
、
前
年
度
よ
り
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、
96
・

６
％
と
な
っ
た
。
近
年
90
％

台
の
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
る
が
、
財
政
構
造
硬
直
化

の
懸
念
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
将
来
顕
在
化
す
る

大
型
事
業
や
、
突
発
的
事
項

へ
対
応
す
る
財
政
上
の
体
力

は
あ
る
か
。

白
須
財
務
課
長

　

経
常
収
支
比
率
が
上
昇
し

た
要
因
は
、
普
通
交
付
税
の

減
少
で
あ
り
、
減
少
に
対
応

す
る
た
め
に
物
件
費
や
維
持

修
繕
費
等
の
削
減
に
取
り
組

ん
だ
が
、
普
通
交
付
税
以
上

の
縮
減
は
難
し
い
状
況
に
あ

る
。

財政構造硬直化への懸念は

一般質問とは・・・議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明一般質問とは・・・議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。を求めるもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。

課長

問
井
原
公
民
館
の

　
　

建
て
替
え
は

答
建
て
替
え
の
方
向

で
十
分
な
議
論
を
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一般質問

算定方法だけでの判断は難しい

に
は
、
町
の
財
政
構
造
を
計

る
資
料
が
必
要
だ
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
占
め

る
自
主
財
源
と
交
付
税
の
割

合
は
、
令
和
２
年
度
で
町
税

８
％
、
地
方
交
付
税
46
・
９

％
と
自
主
財
源
に
乏
し
く
交

付
税
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
こ
れ
ま
で
は
地
方
交
付

税
を
総
額
で
し
か
と
ら
え
て

き
て
い
な
か
っ
た
が
、
交
付

税
算
定
の
基
礎
と
な
る
基
準

財
政
需
要
額
、
個
別
算
定
経

費
、
地
域
の
元
気
創
造
事
業

費
、
人
口
減
少
等
特
別
対
策

事
業
費
、
公
債
費
、
包
括
算

定
経
費
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
決
算
額
と
を
比
較
す
る
こ

と
は
財
政
構
造
を
計
る
物
差

し
の
１
つ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
具
体
例
と

し
て
、
我
々
議
員
の
議
員
報

酬
や
期
末
手
当
等
の
う
ち
、

交
付
税
の
占
め
る
割
合
や
自

主
財
源
の
充
当
状
況
を
示
す

こ
と
は
可
能
か
。

白
須
財
務
課
長

　

計
算
上
で
は
、
議
員
報
酬

に
お
い
て
は
32
％
が
交
付
税

で
措
置
さ
れ
て
い
る
と
推
計

で
き
る
。

亀
山
議
員

　

地
方
交
付
税
を
行
革
の
１

つ
の
物
差
し
に
で
き
な
い

か
。

日
高
副
町
長

　

地
方
交
付
税
の
算
定
方
法

だ
け
で
の
判
断
は
難
し
い
。

亀
山
議
員

　

歳
入
、
歳
出
の
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
行
革
の

理
解
は
深
ま
る
。
こ
れ
を
物

差
し
の
１
つ
と
し
て
、
行
財

政
改
善
計
画
や
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
積
極
的
に

進
め
ら
れ
た
い
。

亀
山
議
員

　

防
災
行
政
無
線
の
施
設
整

備
の
検
討
・
協
議
と
と
も
に
、

施
設
運
用
や
放
送
内
容
の
改

善
を
目
的
と
し
た
検
討
・
協

議
は
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て

き
た
か
。

三
上
総
務
課
長

　

今
後
必
要
に
応
じ
て
検
討

す
る
。

亀
山
議
員

　

防
災
無
線
局
と
地
域
共
同

広
報
無
線
局
が
あ
る
。

　

地
域
共
同
広
報
無
線
局
の

利
用
協
議
会
の
組
織
・
運
用

の
状
況
は
ど
う
か
。

三
上
総
務
課
長

　

地
域
共
同
広
報
無
線
局

は
、
平
成
18
年
か
ら
営
利
を

目
的
と
し
な
い
広
報
活
動
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
町
の

ほ
か
37
組
織
で
設
立
し
、
防

災
無
線
局
と
無
線
施
設
を
共

同
利
用
し
て
い
る
。

亀
山
議
員

　

現
状
は
行
政
連
絡
や
地
域

の
お
知
ら
せ
が
混
在
し
て
放

送
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
放

送
内
容
や
、
放
送
受
付
の
可

否
な
ど
、
公
共
性
や
公
平
性

に
疑
問
が
あ
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
活
用
を
含

め
、
防
災
行
政
無
線
局
と
地

域
共
同
広
報
無
線
局
の
運
用

方
法
を
再
検
討
す
べ
き
だ
。

三
上
総
務
課
長

  

地
域
共
同
広
報
無
線
局
の

事
務
局
は
総
務
課
が
担
当
し

て
い
る
。
明
確
な
区
分
け
は

で
き
な
い
。

亀
山
和
巳
議
員

　

行
財
政
改
善
計
画
や
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
推

進
す
る
喫
緊
の
課
題
は
何

か
。

三
上
総
務
課
長

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対

策
で
中
断
し
て
い
る
、
住
民

を
交
え
た
検
討
会
議
に
諮
問

す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。

小
畑
管
財
課
長

  

個
別
の
施
設
計
画
を
立
て

各
組
織
を
横
断
的
に
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
す
る
多
種
多
様
な

知
識
・
能
力
を
持
っ
た
職
員

の
人
材
育
成
が
喫
緊
の
課
題

と
と
ら
え
て
い
る
。

亀
山
議
員

　

本
町
財
政
の
硬
直
化
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
96
・
６

％
と
高
い
水
準
に
あ
る
。

　

行
財
政
改
善
や
公
共
施
設

管
理
を
具
体
的
に
検
討
す
る

副町長

地方交付税を行革の物差しの1つに 亀山和巳 議員

問
防
災
行
政
無
線

運
用
方
法
の
検
討
を

答
広
報
手
段
の
複
層
化

の
中
で
検
討
す
る
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一般質問

状況に応じて適時対応する課長

辰田直久 議員 災害防止に繋がる安心安全な対策を

辰
田
直
久
議
員　

　

町
民
生
活
上
で
重
要
な
道

路
や
河
川
等
の
管
理
は
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

上
田
建
設
課
長

　

道
路
は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住

民
の
情
報
提
供
に
よ
り
現
地

確
認
を
行
い
、
必
要
な
修
繕

を
行
っ
て
い
る
。
建
設
業
者

へ
の
道
路
維
持
の
一
括
委
託

や
直
営
の
作
業
班
に
よ
っ
て

対
処
し
て
い
る
。
水
路
を
含

め
た
河
川
の
維
持
管
理
は
基

本
的
に
は
地
域
や
受
益
者
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

辰
田
議
員　

　

建
設
関
連
事
業
者
が
減
少

し
て
き
て
い
る
が
、
緊
急
時

の
た
め
に
も
行
政
と
し
て
対

応
し
て
お
く
べ
き
点
は
。

上
田
建
設
課
長

　

業
者
の
減
少
は
さ
ま
ざ
ま

な
工
事
や
除
雪
に
影
響
が
及

ぶ
の
で
心
配
し
て
い
る
。
特

に
除
雪
に
お
い
て
は
委
託
範

囲
や
機
械
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
確
保
も
検
討
し
て
い
る
。

町
で
は
担
い
手
の
確
保
や
技

術
者
育
成
に
向
け
た
労
働
環

境
改
善
の
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

辰
田
議
員　

　

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
の

防
災
の
た
め
に
も
、
人
材
や

資
格
、
機
材
の
確
保
等
の
必

要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

上
田
建
設
課
長

　

心
配
さ
れ
る
災
害
を
中
心

に
重
機
や
機
材
を
確
保
し
、

官
民
を
問
わ
ず
取
り
扱
い
が

で
き
る
人
材
も
確
保
す
る
。

三
上
総
務
課
長

　

必
要
と
思
わ
れ
る
資
格

は
、
職
員
の
研
修
制
度
を
用

い
る
と
と
も
に
、
防
災
士
な

ど
の
地
域
で
活
用
で
き
る
資

格
を
支
援
す
る
。

辰
田
議
員　

　

災
害
予
想
時
や
発
生
時
の

避
難
は
、
民
間
施
設
の
活
用

も
必
要
で
は
な
い
か
。

三
上
総
務
課
長

　

住
民
に
避
難
予
報
を
出
し

て
、
地
域
で
の
安
全
な
場
所

の
確
保
を
呼
び
か
け
、
公
民

館
を
中
心
に
避
難
所
と
し
て

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
避

難
の
た
め
の
個
々
の
行
動
計

画
を
含
め
、
災
害
の
種
類
に

応
じ
た
適
切
な
場
所
を
地
域

で
確
保
し
て
欲
し
い
。

辰
田
議
員　

　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活

で
、
児
童
や
生
徒
へ
の
指
導

と
対
応
、
生
徒
の
悩
み
を
把

握
す
る
工
夫
は
。

高
瀬
学
校
教
育
課
長

　

学
校
と
地
域
の
交
流
が
難

し
い
状
況
で
あ
り
、
各
々
が

今
で
き
る
活
動
を
工
夫
し
て

行
っ
て
い
る
。
感
染
者
等
が

発
生
し
て
も
差
別
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
町
全
体
で

支
え
る
取
り
組
み
を
指
導
し

て
い
る
。

土
居
教
育
長

　

生
徒
か
ら
の
相
談
に
は
学

校
関
係
の
み
で
は
対
応
し
難

く
、
県
教
委
が
行
う
支
援
シ
ス

テ
ム
等
も
活
用
し
て
欲
し
い
。

辰
田
議
員

　

高
齢
者
の
気
力
、
体
力
が

低
下
し
て
い
る
の
で
は
と
心

配
す
る
が
、
行
政
と
し
て
の

対
応
は
ど
う
か
。

小
笠
原
福
祉
課
長

　

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
に
は
制
約
の
多
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
町
社
協
の

支
援
事
業
と
し
て
、
訪
問
や

電
話
で
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
心
身
の
機
能
低

下
防
止
の
た
め
、
通
所
や
介

護
予
防
事
業
で
は
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
実
施

し
て
い
る
。

辰
田
議
員

　

感
染
防
止
の
た
め
の
町
の

取
り
組
み
状
況
や
、
感
染
の

警
戒
に
よ
る
町
民
の
社
会
活

動
衰
退
と
精
神
的
な
ダ
メ
ー

ジ
が
心
配
さ
れ
る
が
、
弾
力

的
な
対
応
も
考
え
る
べ
き

だ
。

口
羽
医
療
政
策
課
長

　

町
と
し
て
対
策
本
部
を
設

置
し
、
感
染
防
止
対
策
と
経

済
活
動
の
両
立
へ
移
行
し
、

国
・
県
の
方
針
を
も
と
に
感

染
段
階
に
応
じ
た
迅
速
な
対

応
に
備
え
て
い
る
。

石
橋
町
長

　

差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
無
症
状
の
感
染
者
が
多

い
状
況
で
も
あ
り
、
新
し
い

生
活
の
中
で
の
感
染
対
策
を

皆
で
考
え
て
欲
し
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の

　

生
活
と
慣
習
は

答
新
し
い
環
境
で
の
対

応
が
必
要
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ミッケの前で

柿渋を採取する2人

　

大
畠
晋
也
さ
ん
と
直
子
さ

ん
は
、
昨
年
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
羽
須
美
地

域
で
ご
活
躍
で
す
。

応
募
の
動
機
と
活
動
内
容

　

晋
也
さ
ん
は
、
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
量
産
さ
れ
る

製
品
に
、
も
の
づ
く
り
の
魅

力
を
感
じ
ら
れ
ず
悶
々
と
し

て
い
る
時
期
、
邑
南
町
が
顧

問
を
お
願
い
し
て
い
る
金
堀

先
生
か
ら
「
木
の
学
校
」
の

構
想
を
聞
か
れ
、
事
務
局
就

任
の
誘
い
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
構
想
に
手
の
跡
の

見
え
る
も
の
づ
く
り
の
可
能

性
を
感
じ
、「
木
好
き
隊
」

と
し
て
昨
年
10
月
に
着
任
さ

れ
ま
し
た
。「
木
の
学
校
」

の
受
講
生
や
広
島
時
代
か
ら

の
友
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
古
民

家
の
再
生
を
め
ざ
す
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

直
子
さ
ん
は
、
松
江
で
デ

ザ
イ
ン
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
な
ど
を
通
じ

て
羽
須
美
を
ご
存
じ
で
し

た
。古
民
家
再
生
カ
フ
ェ（
ミ

ッ
ケ
）
の
計
画
を
知
り
、
飲

食
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ

た
の
で
即
座
に
応
募
さ
れ
、

耕
す
シ
ェ
フ
と
し
て
昨
年
４

月
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。「
ミ

ッ
ケ
」
を
運
営
し
な
が
ら
、

地
元
の
お
母
さ
ん
方
で
組
織

す
る
「
農
産
加
工
は
す
み
」

で
地
域
料
理
な
ど
の
研
修
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
２
人
が
「
木
の

学
校
」
の
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
ミ
ッ
ケ
を
利
用
し
た
こ
と

か
ら
知
り
合
い
、
田
舎
暮
ら

し
の
価
値
観
な
ど
を
共
有
し

二人三脚で羽須美を元気に

▼
石
橋
町
長
４
期
目
最
後
の

定
例
会
が
終
了
し
た
。
閉
会

後
の
町
長
挨
拶
の
中
で
、
４

年
間
で
最
も
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
、
丸
山
県
政
の
誕
生

に
関
与
し
た
こ
と
だ
と
言
わ

れ
た
。
知
事
選
挙
で
の
町
長

の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
▼
そ
の
後
の
県

か
ら
の
支
援
は
、
産
地
創
生

事
業
の
ブ
ド
ウ
『
神
紅
』
の

産
地
採
択
や
、
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
事
業
の
採
択
、
今
ま

で
要
望
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
県
道
改
修
の
始
動
な
ど
、

近
年
に
な
い
も
の
が
あ
る
。

勿
論
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
努

力
や
、
担
当
課
職
員
の
日
頃

の
研
鑽
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
は
あ
る

が
、
町
長
の
活
躍
も
少
な
か

ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
感
じ

る
▼
い
ず
れ
に
し
ろ
、
我
々

は
こ
の
新
た
な
支
援
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
着
々
と
結

果
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
新
た
な
事
業
展
開
に
発
展

し
、
県
か
ら
の
支
援
の
継
続

も
望
め
る
▼
町
長
挨
拶
か
ら

改
め
て
責
任
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。（
中
村
昌
史
記
）

編
集
室
の

編
集
室
の

　
　
窓

　
　
窓

地域おこし協力隊　大畠晋也さん　直子さん

な
が
ら
距
離
を
縮
め
て
こ
ら

れ
、
今
年
４
月
に
め
で
た
く

ゴ
ー
ル
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
へ
の
思
い
や

　
　
　
　

将
来
の
夢

　

現
在
は
、
協
力
隊
の
仕
事

以
外
で
も
地
域
の
人
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
、
田
舎
暮
ら

し
の
知
恵
を
学
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
取
材
当
日
も
、
柿
渋

の
仕
込
み
を
地
域
の
方
々
と

共
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

羽
須
美
地
域
は
自
然
も
豊

か
で
、
人
情
も
厚
く
住
み
や

す
い
と
こ
ろ
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。
た
だ
、
同
年
代
の
人
た

ち
と
の
交
流
が
少
な
い
の
が

残
念
だ
そ
う
で
す
。

　

将
来
は
、
も
ち
ろ
ん
羽
須

美
に
住
み
続
け
、
晋
也
さ
ん

は
古
家
具
・
古
材
の
再
生
・

再
利
用
で
、
デ
ザ
イ
ン
家
具

や
小
物
を
作
成
し
、
家
具
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
夢
だ
そ
う
で
す
。
直
子
さ

ん
は
「
ミ
ッ
ケ
」
の
経
営
を

続
け
な
が
ら
、
家
具
や
小
物

の
販
売
も
し
て
み
た
い
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
晋
也
さ
ん
が
現
在

行
わ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
以
外
に
も
、
田

舎
遊
び
、地
域
資
源
の
調
達
、

田
舎
暮
ら
し
の
知
恵
、
シ
ェ

ア
農
業
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
な
が
ら
、
地

域
と
地
域
外
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
を
運
営
す
る

こ
と
も
夢
の
１
つ
だ
そ
う
で

す
。

　

地
域
に
と
っ
て
も
、
と
て

も
頼
も
し
い
お
２
人
で
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
(

聞
き
手
・
中
村
昌
史)

地域の方に教わって
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